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前期ジュラ紀の Pliensbachian 末期から Toarcian 初期にかけて，大規模な火成活動による  

急速な温暖化に伴い Pliensbachian－Toarcian 境界事変（PTo-E）や Toarcian 海洋無酸素事変 

(T-OAE)が起き，全球的な海洋生態系に大きな影響を与えた．一方，このような地球史イベント

により気候が湿潤から乾燥へ転換し，陸上生態系にも大きな影響を与えた．その状況は，当時 

テチス海沿岸部であったヨーロッパの同時期の植物化石群によく記録されている．例えば，  

ジュラ紀初期には，ヒカゲノカズラやシダ類，イチョウ類などが中心の植生であったが，その後，

ケイロレピディア科の針葉樹やベネチテス類が中心の植生へと変化した．同様の変化は，テチス

海から遠く離れた，当時パンサラッサ海北西縁部であった日本でも記録されている．北陸地方に

分布する来馬層群からは湿潤型植物群の来馬型植物群，山口県に分布する豊浦層群西中山層か

らは乾燥型植物群の西中山型植物群が報告されている．しかし，日本を含むアジアにおける植生

の転換点は未だ，正確に捉えられていない．そのため，転換期の年代は絞り込めておらず，駆動

要因や転換様式に関する詳細は不明である．豊浦層群は前期～中期ジュラ紀に堆積した海成層

で，下位から東長野層（Sinemurian ～ Pliensbachian：約 1.99～1.90 億年前），西中山層

（Pliensbachian ～ Toarcian ：約 1.90～1.82 億年前），歌野層（Toarcian ～Bathonian？：1.82

～1.65 億年前）からなる．このうち東長野層および西中山層下部は上述した来馬型植物群の  

時代に堆積した．従って，豊浦層群の中に植物相の湿潤型から乾燥型への転換があると考えられ

る．しかし，東長野層からは植物化石が報告されておらず，西中山層についても大まかな報告が

あるだけで，個々の植物化石が産出した正確な層位は把握されていない．このことから，東長野

層および西中山層における植物化石の層位を把握することができれば，日本を含むアジアに  

おける植生の転換点を捉えることができる．本研究では，豊浦層群の東長野層および西中山層か

ら産出する植物化石調査を行い，後背地における前期ジュラ紀の植生相転換を追跡する． 

本研究の手法として，豊浦層群の模式地である桜口谷，安田谷を中心とした北部地域で地質 

調査を行い，平野（1973），桃﨑ら（2025）によって明らかにされた岩相層序およびアンモノイ

ド生層序をもとに地層を対比した．そして，同地域で細かな層序データがはっきりしている植物

化石を採集し，それらを木村ら（1980, 1986, 1988）に基づいて同定，層序学的に考察した．   

また，植物化石の湿潤・乾燥の評価には，Rees ら（2000）で用いられた非被子植物の湿潤・    

乾燥指標である Floral Gradient Score（FGS）を利用した． 

その結果，計 126 点の植物化石を採集し，東長野層木屋川砂質泥岩部層と西中山層桜口谷  

泥岩部層の Canavaria japonica サブゾーンから来馬型植物化石が，東長野層木屋川砂質泥岩部層



以上の層準から多くの西中山型植物化石が見つかった．また，本研究で産出した植物化石を  

桃﨑ら（2025）によるアンモナイト生層序で分けると，東長野層木屋川砂質泥岩部層および  

西中山層桜口谷泥岩部層の C. japonica サブゾーンでは，湿潤的な気候に適応した植物化石と 

乾燥的な気候に適応した植物化石の割合がおおよそ 1:1 であるのに対し，前述した 2 層準より

も上位の層準では，乾燥的な気候に適応した植物化石が７割以上を占めた． 

以上のことから，豊浦層群の後背地では，西中山層桜口谷泥岩部層の C. japonica サブゾーン

に対比される Pliensbachian まで来馬型と西中山型が混合した植物群が存在し，Toarcian 以降

は，西中山型植物群へ転換したことがわかった．このことから，前期ジュラ紀の植物相転換期は

C. japonica サブゾーン最上部周辺に対比される Pliensbachian－Toarcian 境界であることが示唆

される．従って，日本でも前期ジュラ紀の植物相転換が起きていたことから，ヨーロッパ地域で

報告されている植物相転換が北半球全域または大陸間に渡るグローバルなイベントである可能

性が推測される．また，今回発見された植物相転換が起こる層準は，西中山層で確認されている

T-OAE の層準よりも下位である．従って，パンサラッサ海北西縁地域の植物相転換は，PTo-E 

を引き起こしたイベントと関連し，ヨーロッパ地域と比較して，早く完了したと考えられる． 
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